










                     　　　　　


























他学科科目をおいています。②を実現するも として基礎概説科目。これは全 専門必修です。そして③を実現するために、実習科目、さらに演習科目、卒業論文とつなげております。④を実現 るために、専攻科目をおいていま 。　　　
①建学の精神に則り社会人としての広い教養の育成
　
この①を実現するために文化財学科では共通科目として、 建学の精神を具現する 「宗教学」 を必修にすえ おります。















  　　     鶴見大学文学部に文化財学科開設
  2002　鶴見大学大学院文学研究科文化財学専攻博士前期・後期課程開設
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　　　系列　　　    系列
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な研究手段とする科目群。さらに文化財系列。これは主に文化財の 的特性 文化史的 学ぶ 群です。こ
建学の精神と文学部文化財学科の教育
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の三つの系列を設け、それぞれ十科目ずつ配置しています（表３） 。非常に贅沢な科目群ですけれども、歴史・地理系列には「日本史」 ・ 「仏教史」 ・ 「地理学」 ・ 「地誌学」そして「文化史」 ・ 「古文書学」 。考古・美術系列では、 「考古学」 ・ 「美術史」だけでなく「建築史」や「工芸史」 、 史跡特論」をおきました。文化財系列では文化財の科学的特性を学ぶための「文化財科学」 、そして文化史的背景を学ぶための「有職故実」をおき、さらに遺跡保存や工芸品 修復・保存科学などを講じる「文化財各論」をおきました。　
この専攻科目（専門選択）には、十六科目取る縛りを設けております。たとえば、歴史・地理系列を専攻したとし
































































二年生の後期、 こちらも二時間連続で実習します。 古文書を読み込むことは、 一の②で述べました基礎概説科目の 「歴








 図８　実習 II A　古文書の修復（１）　
←　図９　実習 II A　古文書の修復（２）

































































おこない、報告書を提出 す。国外コース 国内コース・自主コースの中 各自選択します。自主コースは事前に自分で全てプランを立て指導教授から
OKがでればその旅行、巡検を実施します。これまでに四国八十八カ所踏破、























文化財を後世に守り伝える学識と技を学ぶこ を主眼においてい それを支える基盤となるものが、建学の精神で謳うところの「大覚円成・報恩行持」―感謝を忘れず真人となる―で 常識 わきまえた人格形成 育成と相俟ってはじめて知識と技術が本来の使命を果たす あり、そこに本学文化財学科の目指す教育があります。
